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女性の継続就業意欲に影響を与える要因

Factors that effect the Women's Decision-Making Whether
go on or off Their Jobs

高 橋  桂  子 0仲  神  八 重子

Keiko TAKAHASHI and Yaeko NAKAGAMI
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l.研 究 目的

平成16年の女性雇用者数は2,203万人と前年に比べ26万人増加 し,雇 用者総数に占める女性割合も41.1%

と対前年0.3%上 昇した。勤続年数10年以上勤務する女性割合は35.5%と10年前に比べ8.5%上 昇 し,職 業を

継続 している女性数が増えていることがわかる。

総人口も減少 し団塊の世代の大量退職により,労 働力人口が大きく減少することが確実になつた今日,女

性労働力に注目が集まつている。周知の通り,我 が国の女性労働力率はM字 型を描き,左 の山の多くは正社

員として,そ して右の山の多くはパー ト・派遣労働者として就業 している者が多い。一口に継続就業といっ

た場合,パ ー トタイマーの形で継続就業するのか,正 社員で継続就業するのか,離 職転職を繰 り返 しながら

継続就業するのか,そ れとも初職企業で継続就業するのか,な ど内容は多岐にわたる。
一般に,家 庭をもつた女性が正社員として民間企業であれ,公 務部門であれ,継 続 して就業 していくこと

は容易なことではない。それでも継続して就業するのは, もちろん家計維持のためもある。継続 して就業す

る必要性がさほど高くない女性たちが正社員として継続 して就業 しようと思う理由には,仕 事がおもしろい

から,仕 事にやりがいを感 じているから, といった項目が上位に来ることも明らかになつている (東京女性

財団 (1999),高橋 ・久保 ・草野 ・倉元 (2006)など)。継続就業するからには,単 に働き続けているという

ことではなく,出 来れば同期入社男性の昇進 ・昇格に遅れをとりたくないという熱い思いから,様 々な知恵

を絞り,工 夫をこらして両立 している事例は渡邊 (1999)に詳しい。黒澤 (2001)も指摘するように,労 働

者のこのような就業継続意欲そのものが,職 場環境や職場が提供する教育 ・訓練の在り方そのものによつて

影響を受けるという観点も重要と考える。

本稿では,女 性が現在従事している仕事を今後も継続 して就業しようと思う意欲 (以下,「継続就業意欲」)

が何によつて促進 (阻害)さ れるのか,主 として職場環境,職 場が提供する教育 ・訓練等への認識について

検討することを目的とした。

2006.11.30 受 理



292 新潟大学教育人間科学部紀要 第 9巻  第 2号

口0年

■ 1～2

口3～4

口5～9

口 10-14

口 15-19

口2 0年以上●0今 `+■ +
●←+→ ●●+

図 l 勤 続年数別にみた女性割合 (%)

(出典)厚 生労働省 『賃金構造基本統計調査』各年。

2.先 行研究 と仮説

(1)先 行研究

厚生労働省 「賃金構造基本統計調査」によれば,女 性 lF社員の平均勤続年数は仲長化傾向が続き,男 性■E

社員との格差 も縮小 している。また,新 規学卒者の継続就業者害1合はいずれの学歴においても緩やかに li昇

してお り,若 い年齢層ほど就業継続するようになつてきていることを表 している。 このように,女 性が継続

就業することは社会的にも,ま た, 女
‐
性 自身にとつて も浸透 し始めているが,未 だに数々の問題を抱え,継

続就業を実現するためには 「家庭生活」,「職場環境Jや 「女性 自身の職業観Jな ど様々な要因が関連 して く

る。

(員イ)21世紀職業員オ団 (2004)では, 女性が継続就業のために会ネしに希
‐
望することとして 「育児や介護のた

めの労働時間での配慮」(352%)と 「男女均等な待遇と公正な人事評価の徹底J(32.0%)が 高い数値を示

しており,両 立支援と男女の均等待遇を強く望む女性が多いことがわかる。

しか し同時に,そ の割合は男性と女性で大きく異なる。労働政策研究 ・研修機構 (2004)によれば,重 視
する労働条件で男女差が大きい項日には積極的両立支援が男女差24.49も,男 女

‐
の均等待遇がワ1女

・
差22.8%と ,

男女
‐
間で認識の差があることは否定できない。

脇坂 (2001)は,介 護休業制度 ・病児看護制度 ・ベビーシッター手当て制度 ・在宅勤務制度, とりわけ育
児休業制度の存在は,就 業意欲を高める上の効果をもち, ファミフレ制度の充実が女性の就労継続を1/L進す

ることを見出した。また森田 (2003)は,大 卒総合職女性の継続就業者と離職者を比較 し,男 女が仕事と育
児の両立を図つている職場の方が女‖1は職場に定斉 しやすく,職 場に仕事と育児の調1喪をしている男‖1がい

ないことが離職者に強い影響を与えていることを1明らかにした。 しかしこれは大卒女γLに限定 した調査であ

り,学 歴に関係なく女γL全体に当てはまるかどうかは1明らかになつていない。

仕事の内容や評価における男女格差, り;夕L優位な職場風 Lを改善することが女性の就業意欲を Lげること
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は従来から指摘されていたが, これらに加えて黒澤 (2001)は正社員で働 く女性の就業継続意欲を高める決

定要因として, 責任のあるイi:事をケえること,能 力が発揮できるような環境を整備することは女性の就業継

続意欲を高める上で重要であり,ま た将来の職務拡大 ・昇進のための副|1練は女性の継続意欲を有意に高めて

いることを明らかにしている。

また西川 (2001)は,高 学歴女性の職業選択において,長 期的な就労選好を持っていた者は,そ の後も安

定 して就労 しており,短 期的な就労選好を持つ者でも,育 児と両立できる環境が整っていたり,や りがいの

ある仕事に就いているなど継続就労に対する追い風が吹けば,そ の後も継続 して就労する可能性があると述
べている。同時に,長 期的キャリアを見据えている者は仕事満足度も高い, と指摘 している。

(2)仮 説

以上の先行研究結果をふまえ,女 性Q継 続就業にプラスの影響を与える要l■lについて複数の仮説を設定す

ることができる。

図 2 仮 説の設定

たとえば,所 属する職場では,男 性と女性が対等にキャリアアップするチャンスがあると感 じたり, 自己

啓発を積極的に支援 してくれていた,男 女ともに自分らしく生きることを支援する雰囲気がある場合,社 員

の就業継続意欲は向上すると考えられる。また,取 り組んでいる仕事内容や仕事生活全般について満足感が

高いと継続就業 しようという意欲をさらに加速させるだろう。立支援制度が充実 している会社において,女

性社員のみならず男性社員がその制度を利用 していると,女 性も両立支援制度をより利用 しやすく,か つ,

制度を利用しながら仕事生活と家庭生活を両立しようという意欲も湧いてくると考える。

本稿では,最 初の仮説に注目する。つまり,対 象となつた女性労働者がどのように自分の仕事,職 場環境

を認識 しているか,そ の認識のあり方が直接的であれ間接的であれ,女 性の就業継続意識にどのような影響

をケえているか検証する。



294

3.調 査方法と変数
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(1)調 査方法とデータ

1)調 査実施の概要

新潟県内の民間企業ならびに公務部門で,正 社員として働 く勤続年数 3年 以上の男女社員を対象にア

ンケー ト調査を実施した。対象企業の選定は,民 間企業は平成11年度以降,厚 生労働省のファミリーフ

レンドリー企業表彰を受けている6社 ,均 等推進企業表彰で受賞している7社 , さらに 「新潟のポジティ

ブ 。アクションやろて一 !」に賛同している企業14社の計27社とした。また,公 務部門は新潟県庁をは

じめ,新 潟県内すべての市役所とした。回収方法は,同 封した返信用封筒で企業 ・公務,担 当者から一

括 して大学宛に返送いただく方法をとつた。調査jtu間は2006年7～ 8月 である。その結果,民 間企業

116名,県 庁 ・市役所161名,計 277名 (有効回収率87%)か ら協力を得ることができた
1。

表 1 有 効回収状況

民間企業 公 務 員

男性 31 ″
′

´
υ 98

女性 85 94 179

言十 116 161 ″
′

つ
４

以 下では,女 性労働者 (民間十公務)に 限定 して,分 析を進める。

2)調 査対象者の基本的属性

女性対象者の平均年齢は39.6歳 (SD9.2,最 低22歳 。最高59歳)で ある。民間の平均年齢が40.2歳,

公務部門が39,1歳,20歳 代が14%強 ,30歳 代が36～38%,40歳 代が30%強 ,50歳 代が18%と 年齢構成は

類似 している。

世帯構成も単身世帯は 1割弱,夫 婦のみ世帯が 7%強 ,核 II「帯が35%,拡 大|±帯が 3割 とよく似てい

るが,若 千,公 務員で親世帯との同居割合が高い傾向を示す。

業種 (民間企業)は ,製 造 (45.9%)が 最も多く,次 いで金融 (30.6%)と なる。職種は事務職 (50.6

%)が 最も多く,次 いで技術職 (29,9%),営 業職 (9.1%)で ある。
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図 3 勤 続年数 図 4 学 歴分布

lご
協力いただいた民間企業は,い 有沢製作所, ´「[蒲鉾い,岩 塚製菓lrkl,ぃ大阪屋,サ ンアロー化成m,新 潟県

労働金庫,い 新潟放送,い 博進堂,① 北都,的 マルイとい リンコーコーポレーションの11社 (」LI 音́順)で ある。

また公務部F]は,新 潟県庁に加えて魚沼 IF役所, 11条市役所,新 発田「1丁役lA‐,Jl越 市役所, 十日町11∫役所,長 岡市

役所,新 潟市役所,南 魚沼市役所と村 111「役所である(,ここに記 して御`し中しLげます。
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卒業後継続 して同一の会社で働 く者の割合は公務員で75%,民 間で62%で あり,公 務員の方が同じ会

社で働き続ける者の割合は多いが,現 在の職場での平均勤続年数は民間が15.0年と公務員 (12.0年)よ

り3年長い。これは最終学歴が民間企業で働 く女性は高卒が過半数を占めるのに対 し,公 務員は大学 ・

大学院卒が多く,教 育年数の違いによる初職就職年齢の影響によるものと思われる。

昇進希望を勤続年数別にみたところ,民 間企業で働く女性は勤続年数が長 くなるほど昇進 ・昇格を望

む傾向があるのに対 し (χ
2(16)=35.3,p<0.1),公

務員の女性はそのような傾向はみられなかつた。

(2)職 場環境に対する意識の主成分分析

職場に対する評価 。意識が,女 性の就業継続の意識にどのような影響をあたえているか,検 討する。分析

はすべてSPSS 14.OJ for Windowsを用いて行った。

意識をたずねた質問は職場環境 (13項目),仕 事環境 (9項 目),仕 事の変化 (10項目),仕 事をする理由

(10項目),職 業継続の障害 (5項 目),家 族に対する意識 (3項 目), 一般的意識 (7項 目)の 57項目で,

これらの平均値,標 準偏差を算出した。そ して,天 丼効果およびフロア効果のみられた8項 目を以降の分析

から削除した。

次に,残 りの質問49項目に対 して主因子法 ・PrOmax回 転による因子分析を行つたところ,十 分な因子負

荷量を示さなかつた13項目を分析から除外 し,再 度,主 因子法 ・PrOmax回 転による因子分析を行った。

Promax回 転後の最終的な因子パターンを表 2に 示す。 7つ の因子が抽出され,累 積寄与率は55.28%で あ

る。

第 1因 子は 「勤続年数に応 じて,仕 事上の裁量の度合いが高まつた」,「勤続年数に応 じて,専 門的知識や

より高い技能を必要とする仕事が増えた」などが高い負荷量を示 した。そ こで 「仕事による成長実感」因子

と命名 した。内的整合性を検討するために下位尺度のα係数を算出 したところα=.917で 十分な値が得 られ

た。

第 2因 子は 「恒常的に残業 しなければ仕事が追いつかない状況である (*)」,「残業が少な く,休 暇が取

りやすいなど家庭 との両立が しやすい職場だ」などの項 目に高い負荷量を示 した。そこで 「残業がない」因

子と命名 した。 α=.748で ある。

第 3因 子は 「女性が管理職になることに抵抗のない職場である」,「従業員の自己啓発を積極的に支援 して

いる」などが高い負荷量を示 した。そこで 「自分 らしく働ける職場」因子 と命名 した。 α=.840で ある。

第 4因 子は 「女性に対する職場の理解のなさ (*)」,「女性の意欲や能力が劣っているという偏見 (*)」

などが高い負荷量を示 した。そこで 「職場に女性差別がないJ因 子と命名 した。 α=。918である。

第 5因 子は 「私は今,適 性のある仕事を している」,「仕事そのものが楽 しいから」などが高い負荷量を示

した。そ こで 「仕事充実 。や りがいあ り」因子 と命名 した。 α=.781で ある。

第 6因 子は 「妻が フル タイムで働いていて も,家 庭生活には差 し障 りがないように働 くべきだ (*)」,

「共働きの両親の子どもが病気になつた時,早 退すべきは妻である (*)」 などに高い負荷量を示 した。そ

こで 「ジェンダー平等」因子と命名 した。 α=.775で ある。

第 71■l子は 「朝,家 族を急がせて (残して)仕 事に出かけるとき申 し訳ないと思 う (*)」,「家族との時

間があまり持てないことに罪悪感を抱いている (*)」 に高い負荷量を示 した。そ こで 「家族に対する意識」

因子と命名 した。この 2項 日の相関係数 r=。 791である。

(3)抽 出された因子と継続就業意欲との相関

継続就業の意思について 「この仕事を続けたい」,「この仕事のほかにも仕事を したい」,「ほかの仕事に変

わ りたい」と 「この仕事をすつか り辞めて しまいたい」の4件 法で尋ねた。前者二つを 「継続就業の意思が

ある」,後 者 2つ を 「継続就業の意思がない」 としてダミー変数に変換 した (「継続就業志向」)。この 「継

続就業志向」に,先 程の 7つ の因子との相関をみたものが表 3で ある。

その結果,「継続就業志向」 と有意な正の相関を示す因子は,「残業がない」(r=.201,p<.05),「 自分

らしく働ける職場」(r=.262,p<.01),「 仕事充実 。や りがいあり」(r=.403,p<.01)で あつた。
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女性の継続就業意欲に影響を与える要因

表 3 因 子と継続就業意欲の相関
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No.

継続就業志向

「仕事による成長実感」

「残業がない」

「自分らしく働ける職場」

「職場に女性差別がない」

「仕事充実 。やりがいあり」

「ジェソダー平等」

「家族に対する意識」

1

.137       1

.201*  ―.195*

.262**  .400**

.024   -.021

.403**  .354**

―.129   -.047

.045   -.232**

1

.153       1

.021    .158       1

.245** ―.034    .136

1

.329**

.311**

.254**

.233**

.236**

１

　
　
８

　
　
２

　
　
８

　
　
９

５

　
　
８

　
　
３

　
　
７

２

４

０

０

注)**1%水 準,*5%水 準で有意。

4.結 果ならびに考察

以上の変数を用いて,女 性の継続就業志向に影響を与える要因を分析 した。説明変数は,上 記因子分析で

抽出された 7因 子に加えて,年 齢,年 齢の2乗 ,勤 続年数,勤 続年数の2乗 ,年 収 (万円)で ある。

表4 回 帰分析の結果

非標準化係数

B

標準化係数

ベー タ

(定数)

年齢

年齢×年齢

勤続年数

勤続年数×勤続年数

収入 (万円)

「仕事による成長実感」

「残業がない」

「自分らしく働ける職場」

「職場に女性差別がない」

「仕事充実 。やりがいあり」

「ジェンダー平等」

「家族に対する意識」

-0.426

0.068

-0.001

0.048

-0.007

0.000

0.032

0 096

0.102

0.026

0.166

-0.065

0.020

1.461

-1.502*

0.149

-0.125

-0.040

0.089

0.259*

0.272**

0.071

0.437+■
*

-0.157

0.050

***:0.1%水
準,**:1%水 準,*5%水 準。

調整済みR2乗 .178

その結果,統 計的に有意にマイナスの影響があるのは,年 齢2乗,逆 に有意にプラスの影響があるのは

「仕事充実 0や りがいあり」,「自分らしく働ける職場」と 「残業がない」となつた。

今後は, 1)抽 出された因子同士がどのように影響 しあっているのか, 2)仮 説 2以降の仮説は妥当かど

うか, 3)民 間と公務員で違いがあるかどうか, 4)未 婚 。既婚や男性 ・女性で継続就業意識に与える変数

が異なるかどうか,な どについて分析を進める予定である。
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